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Discrete fracture network(DFN)中の亀裂開口幅の影響が破過曲線に及ぼす影響を調べた。 
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1. 緒言 結晶質岩を対象とした処分場閉鎖後の安全評価では、DFN を用いた移行解析シミュレ

ーションが行われる。しかし、その計算負荷は非常に大きく、計算負荷の低減方法が求められる。

その一つに DFN 内の主要経路のみに対し評価を行うものがある。このアプローチでは得られる

破過曲線（BTC）が変化することが指摘されている[1]。しかし，主要経路の選別，さらには，DFN

自体の特徴が BTC に与える影響については，系統的な評価はされていない。本研究では主要経

路特定を用いた計算負荷低減アプローチにおける BTC の変化を系統的に調査すると共に，DFN

を既定するいくつかのパラメタの BTC に対する影響を評価した結果を報告する。 

2. 手法 三次元 DFN 中での溶質輸送や水理場計算を行うソフトウェアである dfnworks を用い

た。dfnworks は亀裂性媒体中のシミュレーション研究用に開発され、高度な並列と拡張性の高さ

が特徴である。dfnworks を用いて，DFN を既定するパラメータとして亀裂開口幅分布を変化さ

せた DFN、および、経路複雑度により主要経路を抽出した DFN を，それぞれ 20 個作成し，対

応する BTC を求め，それらの平均をとることで、統計的に比較した。 

3. 結論 亀裂開口幅の分布を変化させた際の BTC の変

化を図 1に示す。BTC の変化は前半で顕著であり，一方，

後半で，BTC が開口径分布に依存していないことが分か

る．これは，BTC の中で亀裂開口幅に関わらず変化しない

部分が存在していることを示唆する。経路複雑度による抽

出の結果と合わせると、BTC 後半部はネットワーク構造

のループ数が影響を与えている可能性が示唆された。 
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図 1. ⻲裂開⼝幅が BTC に及ぼ

す影響． 
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